
平成29年度前期 福祉・介護事業所認証制度の認証について

目的 ：認証取得を目指す事業所に対して、認証制度の目的や概要、認証基準、申請方法など制度全般について説明。認証申請に向けた取組を促進。

日程 ：大和高田会場（6月9日）、橿原会場（6月13日）、奈良会場（6月15日）で開催

課題 ：・認証基準において、介護職以外の職種の位置づけがわかりにくいとの意見もあり、具体的な事例を示し、わかりやすく説明するとともに、対象職種

が明確に伝わるよう説明を工夫する。

・スタートアップセミナーの情報を知ったきっかけとして、県からの直接のメール送付に次いで、種別協議会など、関係団体からの連絡により開催を知

った事業所が多く、今後も、周知についてご協力をお願いする。

（１） スタートアップセミナー

資料１-１

参加事業所数 延べ８５事業所（１２７人）

平成２９年 ６月 １日 前期の認証申請受付開始 ［対象事業所］ 介護保険サービス、障害福祉サービス、児童福祉サービス等を提供する事業所

平成２９年 ７月２４日 認証申請受付締切（申請数：１３法人７５事業所）

平成２９年 ９月１５日 第２回福祉・介護人材確保協議会にて認証事業所案について意見聴取

平成２９年 ９月末 認証付与（認証書の交付）、認証事業所をホームページにより公表、報道発表

２．事業所支援実績

（２） ワークショップ

参加事業所数 延べ４７事業所（６３人）

１．認証制度の運用経過および予定

目的 ：認証基準をクリアする際に、とりわけ課題となる「研修体制・人材育成方針」や「キャリアパス・給与体系」について、具体的な事例を示し説明。

日程 ：平成29年6月21日から7月7日の間で延べ6日実施（1日2時間程度・会場は(１)と同じ）

課題 ：特に、「人材育成計画」の設定について、法人設立から日数が少ないなど、体系付けが難しいといった意見があるため、個別コンサルティングの紹介とと

もにワークショップにおいて「個別相談の時間」を最後に設けるなど工夫が必要。

（３） 個別コンサルティング

参加事業所数 計＊＊事業所

目的 ：個別に事業所を訪問し、個々の資料等が認証基準を満たしているかを確認するとともに、マネジメント研修の内容や地域貢献の内容など基準を満たす

ための具体的な取り組みや改善策等について、個別にコンサルティングを実施。

日程 ：平成29年7月～平成30年1月

課題 ：年間延べ36事業所を目標にしているが、申請が少ない状況（9/8現在12事業所）であり、スタートアップセミナー等の参加事業所に対して積極的に紹介が

必要。 申込事業所数 計１２事業所
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平成29年度前期 福祉・介護事業所認証制度 審査結果 資料１-２

法人体系

Ｈ２８年度（既認証事業所） Ｈ２９年度・前期（今回認証） 累計

法人数
認証

事業所数

（内訳）

法人数
認証

事業所数

（内訳）

法人数
認証

事業所数

（内訳）

介護保険
サービス

障害福祉
サービス

児童福祉
サービス

介護保険
サービス

障害福祉
サービス

児童福祉
サービス

その他
介護保険
サービス

障害福祉
サービス

児童福祉
サービス

その他

社会福祉法人 11 102 77 20 5 9 59 33 24 1 1 20 161 110 44 6 1
医療法人 1 1 1 1 1 1 2 2 2
株式会社 2 9 9 2 9 9
有限会社 1 1 1 1 6 6 2 7 7
ＮＰＯ法人 1 6 3 3 1 6 3 3

一般財団法人 1 3 3 1 3 3
その他

計 15 113 88 20 5 13 75 43 27 4 1 28 188 131 47 9 1

１．申請及び審査の状況

○申請状況
・１３法人（うち、２法人（（福）宝山寺福祉事業団、（福）協同福祉会は、Ｈ２８も申請）、７５事業所から申請があった。
・法人体系の内訳として、社会福祉法人は９法人、５９事業所と最も多く、その他医療法人、有限会社、ＮＰＯ法人、一般財団法人から１法人ずつ

申請があった。
・サービス区分別では、介護保険サービスが４３事業所、障害福祉サービスが２７事業所、児童福祉サービスが４事業所、その他が１事業所であった。

（今回、保育所から初めて申請があった。）

○審査状況 【７月２４日～９月８日】
（１）書類審査 【７月２４日～８月１８日】⇒完了

・各事業所から提出された申請書類をチェックシートに基づき審査
・認証基準に沿って、人材育成計画等の書類の確認及び、 法令等に沿った規程類の整備状況を確認

（２）現地審査 【８月８日～９月８日】⇒完了
・社会保険労務士と県職員が各事業所を訪問し、実地により審査
・認証基準に沿って、各種会議の資料、報告書などの作成状況等について、現物や聞き取りにより確認

○審査結果
認証基準に沿って審査した結果、全て基準をクリアしていることを確認。知事認証手続きを実施する予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

人材育成
計画

資格取得
支援

新規採用者
研修

技術向上
研修

マネジメント
研修

面談

給与表および
給与体系

（各種手当、
賞与など）

キャリアパス
（階層別の職
務内容など）

年次有給休暇取

得、法定休暇
（産前・産後、育

児、介護など）の
取得推進

復職・継続
勤務支援

心身不調・
ストレス解
消に関する
取り組み

労働関連法
（労働基準
法、労働安
全衛生法な
ど）の遵守

社会保険（雇

用、労災など）
加入、納入及

び税（県税）納
付履行状況

不正請求、
事件（虐待
など）歴の

状況

個人情報
保護の状

況

地域貢献の
実施

見学・体験
学習・ボラン

ティア

実習生、
インターン

シップ

利用者・
家族からの
苦情対応

サービスの
質の向上に
向けた取り
組みの実施

事業所の地域貢献 サービスの質の向上研修体制・人材育成方針 キャリアパス・給与体系 休暇制度・福利厚生 コンプライアンス

【認証項目】

【法人体系内訳】

１３法人７５事業所を
認証予定
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２．審査事業所一覧 介護保険ｻｰﾋﾞｽ
介護老人福祉施設
通所介護事業所 等

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ
障害者支援施設
就労移行支援事業所 等

児童福祉ｻｰﾋﾞｽ 障害児入所施設
保育所、児童養護施設 等

その他 救護施設（保護施設）等

NO. 法人名
通し
№

事業所名 サービス区分 事業種別 コメント
審査
結果

38
社会福祉法人　萌

23事業所
151 生活支援センター　コスモールいこ

ま

障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所・特定地域移行支
援事業所・特定地域定着支援事業所

○

39
152 ひだまり 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

40
153 コミュニティスペース　はなな 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

41
154 生活支援センター　ふらっと 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所・特定地域移行支

援事業所・特定地域定着支援事業所
○

42
155 採食キッチンBon 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

43
156 Bon Café 障害福祉サービス 就労移行支援事業所

○

44
157 ふれあい工房 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

45
158 生活支援センター　ぽると・ベル 障害福祉サービス 特定地域移行支援事業所・特定地域定着支

援事業所
○

46
159 生活支援センター　ぽると・ベル 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所

○

47
160 らそら 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

48
161 生活支援センターなっつ 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所

○

49
162 あっとほーむ香芝 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

50
163 マインドホーム高田 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

51
164 おかわり 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

52
165 咲咲 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

53
166 えいぶる 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

54
167 生活支援センターぴあぽ～と 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所・特定地域移行支

援事業所・特定地域定着支援事業所
○

55
168 Pit八木 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

56
169 生活支援センターいろは 障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所・特定地域移行支

援事業所・特定地域定着支援事業所
○

57
170 ひなた舎 障害福祉サービス 就労継続支援B型事業所

○

58

171 ホームペルプステーションさくらん
ぼ

介護保険サービス 訪問介護事業所
○

59
172 さくらんぼ 障害福祉サービス 居宅介護支援事業所・重度訪問介護事業

所・行動援護事業所
○

60
173 もえぎ館 障害福祉サービス 共同生活援助事業所

○

61
有限会社祥寿会

6事業所
174 グループホーム　こもれび 介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所

○

62

175 グループホーム　こもれび 介護保険サービス 認知症対応型通所介護事業所

○

63
176 多機能型介護ホーム　芝の里 介護保険サービス 小規模多機能型居宅介護事業所

○

64
177 多機能型介護ホーム　芝の里 介護保険サービス 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

○

65
178 多機能型介護ホーム　うだの里 介護保険サービス 小規模多機能型居宅介護事業所

○

66
179 サテライト芝の里 介護保険サービス 小規模多機能型居宅介護事業所

○

67
社会福祉法人
協同福祉会

9事業所
180 あすなら保育園 児童福祉サービス 保育所

○

68
181 あすならホーム天理 介護保険サービス 居宅介護支援事業所

○

69
182 あすならホーム天理 介護保険サービス 訪問介護事業所

○

70
183 あすならハイツあやめ池 介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所

○

71
184 あすならハイツあやめ池 介護保険サービス 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

○

72
185 あすならハイツ恋の窪 介護保険サービス 短期入所生活介護事業所

○

73
186 あすならハイツ恋の窪 介護保険サービス 居宅介護支援事業所

○

74

187 あすならホーム西の京 介護保険サービス 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
○

75
188 あすならホーム今小路 介護保険サービス 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

○

計13法人　75事業所

・年休の10日間連続取得制度としてハッピーホリデー制
度を設置。年休取得を促進している。

・資格取得応援制度規程を整備。社会福祉主事・社会
福祉士・介護福祉士・実務者研修・介護支援専門員取
得時には3万円支給、介護職員初任者研修の受講料を
条件付きで補助。

・学習推進のため1人、月5,000円までの書籍購入を補
助。保育知識取得をフォローをしている。

・「キャリア・コンサルティング」の形で、資格取得を支
援。必要経費の負担や有給教育訓練休暇を措置。資格
取得支援のための貸付制度なども取り入れ、積極的な
職員の資格取得支援を実施。

・RUN伴イベント（障害者とのランニング同伴）を共催。
各事業所毎に夏祭りを開催し、地域住民との交流を図っ
ている。

・法人内クラウドシステムで職員宛にメールにて案内。
法人内クラウドシステムの「連絡用ボード」に掲載。法人
内クラウドシステムは常時閲覧可能。人材育成計画に
ついて、「いきいきシート」という目標管理シートを作成
し、各人により目標設定を行っている。

・職員募集案内には離職率や育児休業の取得率が記
載されており、積極的に情報公開している。

・H26障害者総合福祉推進事業（日本精神保健福祉連
盟が選定）で、ベストプラクティス賞を受賞。タイトル名
「一人ひとりの夢や希望を応援する総合的福祉サービス
－生活支援・地域活動・就労支援を３本柱に！」。全国
で１２法人のみ。
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NO. 法人名
通し
№

事業所名 サービス区分 事業種別 コメント
審査
結果

1
一般財団法人
信貴山病院

3事業所
114 グループホームはあとの杜　しぎさ

ん

介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所
○

2
115 グループホームはあとの杜　田原

本

介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所
○

3
116 グループホームはあとの杜　さんご

う

介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所
○

4
社会福祉法人
青垣園

3事業所
117 救護施設　青垣園 その他 救護施設（保護施設）

○

5

118 指定障害者支援施設　青垣園 障害福祉サービス 障害者支援施設・短期入所事業所・生活介
護事業所・就労継続支援B型事業所 ○

6

119 指定障害者支援施設　青垣園 障害福祉サービス 指定特定地域相談支援事業所・指定地域定
着支援事業所・指定地域移行支援事業所 ○

7
社会福祉法人
祥水園

3事業所
120 特別養護老人ﾎｰﾑ　水杜 介護保険サービス 介護老人福祉施設

○

8
121 特別養護老人ﾎｰﾑ　水がたり 介護保険サービス 介護老人福祉施設

○

9
122 在宅支援事業所水輪 介護保険サービス 居宅介護支援事業所・通所介護事業所・訪

問介護事業所
○

10

医療法人
田北クリニック 1事業所

123 グループホーム　あみ 介護保険サービス 認知症対応型共同生活介護事業所 ・資格取得支援制度により介護関係の講習等の受講料
を半額～全額支給（年間10人程度利用）
・外部研修を受講し、社内発表する。その様子をビデオ
撮影しシフトの違う人にも閲覧できるよう配慮。

○

11

社会福祉法人
豊生会

1事業所

124 特別養護老人ﾎｰﾑ　ゆぁほうむ榛
原

介護保険サービス 介護老人福祉施設・短期入所生活介護事業
所・通所介護事業所・居宅介護支援事業所
訪問介護事業所

・苦情対応記録を（本人に確認のうえ）ホームページに
掲載し情報公開。事業所内でセーフマネジメント対策プ
ロジェクトを実施し情報を各ユニットで共有。
・全ての会議や研修は、個人のケアプランに反映する事
を目標としており、チーム全体で連携した業務を実施。

○

12
社会福祉法人
宝山寺福祉事業団

10事業所
125 はあとぽーと　梅寿荘 介護保険サービス 訪問介護事業所

○

13
126 特別養護老人ﾎｰﾑ　梅寿荘 介護保険サービス 介護老人福祉施設・短期入所生活介護事業

所
○

14
127 特別養護老人ﾎｰﾑ　梅寿荘 介護保険サービス 特定施設入居者生活介護事業所

○

15

128 老人総合福祉施設　あくなみ苑 介護保険サービス 介護老人福祉施設
○

16
129 老人総合福祉施設　あくなみ苑

あくなみ苑居宅介護支援センター

介護保険サービス 居宅介護支援事業所
○

17

130 短期入所生活介護施設あくなみ苑 介護保険サービス 短期入所生活介護事業所
○

18
131 あくなみ苑　デイサービスセンター 介護保険サービス 通所介護事業所

○

19
132 デイセンター　憩の家 介護保険サービス 通所介護事業所

○

20
133 梅寿荘　在宅介護支援センター 介護保険サービス 居宅介護支援事業所

○

21
134 梅寿荘デイセンター 介護保険サービス 通所介護事業所

○

22
特定非営利活動
法人きららの木 6事業所

135 きららの木　いろ葉 障害福祉サービス 生活介護事業所・居宅介護事業所・行動援
護事業所 ○

23
136 華で厳る 障害福祉サービス 生活介護事業所

○

24
137 きららの木　りーふ 児童福祉サービス 放課後等デイサービス事業所・障害児相談

支援事業所
○

25
138 たのしい 児童福祉サービス 児童発達支援事業所・放課後等デイサービ

ス事業所
○

26
139 相談支援センターきららの木きらき

ら

障害福祉サービス 指定特定相談支援事業所
○

27
140 きらら 児童福祉サービス 放課後等デイサービス事業所

○

28
社会福祉法人
太樹会

4事業所
141 和里（にこり） 介護保険サービス 介護老人福祉施設・短期入所生活介護事業

所・通所介護事業所・居宅介護支援事業所
○

29
142 和里（にこり）香芝 介護保険サービス 短期入所生活介護事業所・通所介護事業

所・居宅介護支援事業所
○

30
143 和里（にこり）香芝 介護保険サービス 介護老人福祉施設

○

31
144 和里（にこり）香芝Ⅱ 介護保険サービス 介護老人福祉施設

○

32

社会福祉法人
うねび会 2事業所

145 ぽれぽれケアセンター白橿 介護保険サービス 介護老人福祉施設・認知症対応型共同生活
介護事業所 ○

33

146 ぽれぽれケアセンター白橿(通所介
護事業所）

介護保険サービス 通所介護事業所・短期入所生活介護事業所
居宅介護支援事業所・訪問介護事業所事業
所

○

34
社会福祉法人
天寿会 4事業所

147 特別養護老人ﾎｰﾑ　ひびきの郷 介護保険サービス 介護老人福祉施設・短期入所生活介護事業
所・通所介護事業所・認知症対応型通所介
護事業所

○

35

148 ひびきデイサービスセンター 介護保険サービス 通所介護事業所
○

36
149 ひびきリハビリディサービスセン

ター

介護保険サービス 通所介護事業所
○

37
150 ひびき居宅介護支援事業所 介護保険サービス 居宅介護支援事業所

○

・EPA介護福祉士制度を積極的に活用（H21から）。今年
度新規採用は、ベトナム１名、中国３名、日本２名。EPA
採用は２週間ほどの母国への帰国休暇がある。

・地域住民が参加するふれあいサロン活動を７箇所で月
２回実施している。一緒に食事をするなど、地域住民
サービスを実施している。

・組織図を土台に雇用形態や職位、研修要件、職位別・
コース別役割期待モデルが細かく定められている。

・介護サービス向上委員会を設置。また、お客様アン
ケートを実施し、意見等をサービス改善につなげていくよ
う教育

・有給休暇は全ての職員が90%程度消化。100％取得を
目指しリーダー会議等で推奨。5連休以上でにこりポイ
ント（賞与に反映）付与。男性も育休3回取得実績。

・積極的に実習生（研修生）を受け入れており、年間、述
べ3,000人（年）程度受け入れ実績あり。

・事業所（梅寿荘）を福祉避難所として設定。福祉避難
所体験会（２０名程度）を毎年度実施。

・一定期間が過ぎた職員には、リフレッシュ休暇（有給休
暇を活用した長期休暇）を取得するようにしている。ま
た、事業所によっては男性職員も育児休暇を取得し、
ワークライフバランスに配慮した運営を行う。

・介護員初任者研修について職員の費用負担なしで受
講可能な制度を整えている。

・年間休日数119日に設定。さらに、年次有給休暇につ
いても声かけし休暇を取りやすくしている。就業規則の
中でリフレッシュ休暇も設定。

・事業所内部で実施する技術向上研修について、市内
の他事業所からも参加を認めるなど、積極的に事業所と
交流している。

・地元自治会と防災協定を締結し自治会分の備蓄品も
準備している。納涼祭を法人内で実施し、地域の方と交
流している。

・介護技術セミナー（ウィウィッシュ）を月２回PM6時から2
時間開催。地元住民など無料で招待し、自宅介護の方
法等を伝えている。

・事業所内にコミュニティFM（FM五條）のスタジオを設
置。福祉の事など様々な方に出演いただき情報を発
信。地域への周知に努める。

・育休を取得した職員も全員復職している。育休中も自
主的なボランティアとして事業所との交流を図るなど、復
職しやすい環境を整えている。

・開かれた事業所を目指し、地域の方と積極的に交流
する機会を設けており、例えば、地元自治会の祭りに事
業所のブースを出展し交流している。


